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	応用
	抗原情報
	背景
	リゾスフィンゴ脂質スフィンゴシン1-リン酸（S1P）の受容体。S1Pは、ほとんどの種類の細胞や組織に多様な生理学的効果をもたらす生理活性リゾリン脂質です。この誘導性上皮細胞Gタンパク質共役受容体は、内皮細胞の分化を制御するプロセスに関与している可能性があります。生理活性リゾスフィンゴ脂質スフィンゴシン1-リン酸（S1P）のGタンパク質共役受容体は、ヘテロ多量体Gタンパク質のG(i)サブクラスに共役していると考えられます。シグナル伝達により、RAC1、SRC、PTK2/FAK1、およびMAPキナーゼが活性化されます。細胞遊走において重要な役割を果たしており、おそらくは、スフィンゴシンキナーゼSPHK1の活性を上昇させる刺激に反応して、アクチン細胞骨格の再編成とラメリポディアの形成に関与していると考えられます。スフィンゴシン1-リン酸への正常な走化性に必要。正常な胎児心臓の発達および正常な心臓形態形成に必要。血管新生の萌芽および血管成熟の調節に重要な役割を果たす。血管発達中の過剰な萌芽を防ぐために血管新生の萌芽を阻害する。成熟T細胞が胸腺から血流および末梢リンパ器官に正常に排出されるために必要。破骨細胞前駆細胞の移動、骨の石灰化および骨の恒常性の調節に役割を果たす（相同性による）。肺内皮細胞による酸化1-パルミトイル-2-アラキドノイル-sn-グリセロ-3-ホスホコリンへの反応および人工呼吸器誘発性肺障害に対する防御に役割を果たす。
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	Jurkat 細胞溶解物中の EDG1 発現のウェスタン ブロット分析。

